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地区自治会連合会数
自 治 会 数
加入世帯数
班（組）数

22
593

　　　176,438
11,720

つくりだそう自治の力で明るいまちを

相模原市自治会連合会 検索

自
治
会
活
動
功
労
者

　
　
感
謝
状
受
賞
者

（
敬
称
略
）

市 長 あ い さ つ
　感謝状を贈呈させていただきます71名の皆様におかれましては、長年
にわたり各地域で自治会活動に取り組まれ、地域の発展に多大なるご尽力
を賜っており心より敬意を表する次第です。
　皆様が各地域で取り組まれている、お互いに支えあい、助け合い、人と
人との絆を大切にする活動は、温かく暮らしやすい地域づくり、ふるさと
づくりにつながるものと考えております。
　今後とも、これまで培った経験を存分に発揮していただき、市民一人ひ
とりが安全で安心して夢と希望にあふれる心豊かな暮らしが送れるよう、
地域コミュニティの輪を広げる取り組みにご尽力いただきたくお願い申し
上げます。
　本市はこれまでも、地域のまちづくりの中心的な役割を担う自治会の皆
様とあらゆる場面で連携・協力をしながら、まちづくりを進めてきたとこ
ろです。
　自治会への加入促進や活性化に向けては、市自治会連合会との基本協定

や不動産関係団体を交えての協定に基づき、互いの連携を深めながら様々
な取り組みを行っております。
　市自治会連合会の皆様におかれましては、昨年２月にリニューアルされ
たホームページを活用し、若い方々が興味を持つ各地区のイベント情報を
発信するなど、喫緊の課題である若い世代の加入促進に取り組んでいただ
いております。
　また、地区自治会連合会や各自治会の皆様におかれても、締結した協定
に基づき、より一層の加入促進に向けた取り組みの充実を図っていただい
ております。
　市民協働推進条例に掲げる「皆で担う地域社会」を実現し、市民主体の
まちづくりを推進していくためには、地域の要である自治会の皆様のお力
添えやご活躍が不可欠であり、引き続きご理解ご協力を賜るようお願い申
し上げます。

　平成29年１月28日（土）、相模原市民会館において
各地区自治会連合会から推薦された71名の方々が、
市長から感謝状と記念品の贈呈を受けました。
　受賞者は下記の方々です。

積極的な地域活動を讃えて市長から
感謝状と記念品が贈呈されました
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政
策
要
望
書
を

提
出
い
た
し
ま
し
た
！

ホームページを見て活用しよう！
▼メールマガジン機能を搭載！

http://www.sagamihara-jichiren.jp/

相模原市自治会連合会 検索

携帯電話・スマートフォンはこちらからご覧いただけます→

ご存知でしたか？

自治会連合会ホームページにはこんな情報も載っています。
●自治会員専用割引の特典内容　●自治会連合会の発行物　●地域情報紙　●防災マップ　●子育てマップ　など

メールアドレスを登録していただくと、
各地区のメールマガジンをお届けします。

▼住所から自治会が
　調べられる！
市内でお引越しされる際や、
ご友人が市内に転入される際に、
ぜひご活用ください。

▼相模原市全地域の
　最新の情報を見られる！
地域の最新の情報をお届けします。
※アクセス数　　   46,713件
　ページビュー数 148,275件
　（2017年２月１日現在）

　

10
月
７
日
（
金
）、
相
模
原
市
に
政
策
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。
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【
政
策
要
望
項
目
】

１　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

⑴
自
転
車
事
故
防
止
対
策
に
か
か
わ
る
情
報

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て

⑵
犯
罪
防
止
の
た
め
の
防
犯
カ
メ
ラ
制
度
の

拡
充
に
つ
い
て

２　
自
治
会
活
動
の
拠
点
づ
く
り
と

　
　

地
域
活
動
の
活
性
化

⑴
自
治
会
が
使
用
す
る
用
地
の
み
購
入
制
度

に
つ
い
て

⑵
自
治
会
加
入
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

⑶
公
立
高
校
へ
の
学
区
外
（
隣
接
都
県
）

入
学
に
つ
い
て　地震などの自然災害は、避けることはできません。地震災害を防ぐため

には、「自分たちのまちは自分たちで守る」という自主防災の組織的対応
のもとで、地域の人々が協力しあって災害に立ち向かうことが必要です。
　自治会では「地域力」を生かした防災訓練等を行い、災害に備えています。
………………………………………………………………………………………

地区防災計画が策定されました
　東日本大震災などの大規模災害の発災直後には、消防や各行政機関など、
「公助」による対応に限界があるため、自らの身は自ら守る「自助」、自分
たちのまちは自分たちで守る「共助」の考え方を基本に、地域住民や地域
で防災対策に取り組むことが重要です。
　こうしたことから、災害に強いまちづくりを推進するため、地域での
自助・共助の基本や住民等の役割を定めるとともに、地域で起こりう
る災害を想定し、いざという時に適切に対応できるよう、市内22地区におい
て、地区の課題や特性に応じた検討を行い、平成27年度に「地区防災計画」
が策定されました。
　今後は、防災活動をさらに強化して参ります。
　なお、各地区の地区防災計画は、市のホームページまたは、お近くの
まちづくりセンターでご覧いただけます。

自治会員専用割引（Jichi Pass）
　遊園地やボウリング場などのレジャー施設、ホテル・旅館などの宿泊施設、
葬祭施設などで割引が受けられます。
　また、平成27年度から、新たに人間ドックの割引
が加わり、さらに内容が充実しました。
　平成29年度版自治会員専用割引（Jichi Pass）は、
４月以降に自治会を通じて配布する予定です。ぜひ
ご活用ください。

平成29年度

相模原市自治会連合会

平成29年３月31日
まで有効

地 区 名
自治会名
氏　　名
家 族 欄

相模原市自治会連合
会

Jichi Passを使用したら、
安くサービスを

うけることができました！

防災への取り組み
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今
回
は
、
バ
ナ
ナ
の
皮
は
滑

る
こ
と
を
研
究
し
、
ユ
ー
モ
ラ

ス
で
独
創
的
な
研
究
な
ど
に
贈

ら
れ
る
「
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
」

を
平
成
26
年
に
受
賞
し
た
、
光

が
丘
地
区
に
お
住
ま
い
の
馬
渕

清
資
（
ま
ぶ
ち 
き
よ
し
）
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た

研
究
内
容
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い

　

バ
ナ
ナ
の
皮
の
滑
り
の
良
さ

を
、
摩
擦
係
数
と
い
う
数
値
で

表
現
し
て
、
確
か
に
滑
る
と
い

う
こ
と
を
証
明
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
バ
ナ
ナ
の
皮
の
滑
り
の

主
役
は
、
踏
み
つ
け
た
と
き
に

染
み
出
す
粘
液
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

 

バ
ナ
ナ
の
皮
は
滑
る
こ
と
に

関
す
る
研
究
の
き
っ
か
け
は
何

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か

　

工
学
部
の
学
生
だ
っ
た
40
年

前
か
ら
、
一
貫
し
て
人
工
関
節

の
設
計
を
研
究
課
題
と
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
人
工
関

節
の
お
手
本
と
な
る
ヒ
ト
の
関

節
の
潤
滑
の
仕
組
み
に
つ
い
て

も
調
べ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
著

書
の
中
で
、
関
節
の
滑
り
の
良

さ
が
、
バ
ナ
ナ
の
皮
の
滑
り
を

連
想
さ
せ
る
と
記
述
し
た
の
が
、

バ
ナ
ナ
の
皮
の
世
界
に
足
を
踏

み
入
れ
た
き
っ
か
け
で
す
。

イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
感
想

や
受
賞
後
の
周
り
の
反
応
は

い
か
が
で
し
た
か
。
ま
た
、
受
賞

し
た
こ
と
で
ご
自
身
に
何
か

影
響
、
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
サ
ン

ダ
ー
ズ
シ
ア
タ
ー
１
、０
０
０
人

の
聴
衆
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
全
世

界
同
時
放
映
と
い
う
状
況
で
す

か
ら
、
数
千
万
人
の
前
に
立
つ

た
め
の
覚
悟
を
決
め
る
マ
イ
ン

ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
で
し

た
。
結
果
と
し
て
、
歌
で
表
現

し
た
こ
と
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
の

ス
タ
ッ
フ
に
好
評
だ
っ
た
の
で
、

安
堵
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
数

か
月
に
わ
た
っ
て
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
の
取
材

が
殺
到
し
、
超
多
忙
で
し
た
。

普
段
ど
の
よ
う
に
ア
イ
デ
ア
を

生
み
出
し
て
い
ま
す
か

　

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
出
演
し

て
、
カ
メ
ラ
や
マ
イ
ク
の
前
に

立
つ
、
あ
る
い
は
、
新
聞
や
雑

誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
う
、

新
た
な
経
験
の
中
で
、
緊
張
感

か
ら
よ
い
ア
イ
デ
ア
が
自
分
の

中
に
沸
き
上
が
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
で
は
、
仕
事
を
中

断
す
る
、
つ
ま
り
遊
び
の
時
間

が
、
新
奇
な
ア
イ
デ
ア
を
生
み

ま
す
。

相
模
原
市
に
は
い
つ
か
ら
お
住

ま
い
で
す
か

　
昭
和
63
年
９
月
か
ら
で
す
。

　
最
寄
の
上
溝
駅
は
、
当
時
、

も
っ
と
風
情
の
あ
る
駅
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
駅
周
辺
の
緑
が
削

ら
れ
て
し
ま
い
、
と
て
も
残
念

に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
も
ま
だ
、
自
宅
の
庭
に
、

カ
ブ
ト
ム
シ
や
コ
ゲ
ラ
が
飛
来

し
ま
す
の
で
、
相
模
原
は
よ
い

所
で
す
。

ど
の
よ
う
な
少
年
時
代
を
す
ご

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か

　

名
古
屋
の
市
街
地
で
育
ち
ま

し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
昆

虫
や
小
動
物
の
世
界
に
ど
っ
ぷ

り
と
浸
か
っ
て
お
り
ま
し
た
。

な
ぜ
研
究
者
に
な
ろ
う
と
思
わ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か

　

興
味
を
持
っ
た
こ
と
し
か
、

や
ら
な
い
と
い
う
性
質
で
し
た

か
ら
、他
の
職
業
は
不
可
能
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
研
究
者
に
な

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

生
き
延
び
る
こ
と
は
、
た
ぶ
ん

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
こ
か

で
、
行
き
倒
れ
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

自
治
会
な
ど
の
地
域
活
動
に

つ
い
て

　

私
自
身
は
多
忙

で
、
自
治
会
の
仕
事

も
か
み
さ
ん
任
せ
に

し
て
い
ま
す
。
会
長

を
は
じ
め
、
自
治
会

の
仕
事
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
方
々
の
ご
努

力
に
は
、
敬
服
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
抱
負
は

　
黒
曜
石
で
作
ら
れ

た
石
器
が
相
模
原
で

出
土
し
、
そ
こ
か

ら
、
日
本
の
人
類
文

明
の
歴
史
が
３
万
年

以
上
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
る
に
、
こ

の
２
０
０
年
間
、
わ
が
国
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
神
話
を
信
奉
し
て
、

国
土
の
破
壊
を
繰
り
返
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
と

て
も
、
こ
れ
か
ら
１
万
年
先
を

見
据
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を

維
持
継
続
す
る
た
め
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
偏
重
の
価
値
観
を
見
直

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
講
演
会
を
は
じ
め
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
の
ア
ピ
ー

ル
、
新
聞
へ
の
投
稿
な
ど
を
通

じ
た
活
動
を
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
研
究
者
を
目
指
す
子
ど

も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す

　

明
日
は
ど
う
な
る
の
か
、
と

か
、
あ
の
山
の
向
こ
う
に
は
何

が
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
素
朴

な
疑
問
を
抱
く
こ
と
か
ら
科
学

は
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
疑
問

か
ら
好
奇
心
が
生
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
、
研
究
者
に

な
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
職
業
と
し
て
の
研

究
者
と
な
る
に
は
、
そ
の
疑
問

が
、
万
人
共
通
で
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
私
は
、
バ
ナ
ナ
の

皮
が
本
当
に
滑
る
の
か
と
い
う

疑
問
か
ら
始
め
た
わ
け
で
す
け

ど
、
こ
れ
は
、
世
界
の
人
々
が
、

文
学
的
に
は
知
っ
て
い
て
、
科

学
的
に
は
知
ら
な
か
っ
た
と
い

う
疑
問
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
つ

ま
り
、
氷
の
表
面
と
バ
ナ
ナ
の

皮
、
ど
ち
ら
が
滑
る
の
か
に
答

え
る
に
は
科
学
が
必
要
だ
っ
た

わ
け
で
す
。

　

万
人
共
通
の
疑
問
で
あ
る
こ

と
を
知
る
に
は
、
先
人
の
跡
を

学
ぶ
し
か
な
い
で
す
。
そ
し
て
、

明
日
は
ど
う
な
る
か
を
示
す
指

針
が
見
つ
か
る
と
、
そ
れ
は
法

則
と
名
付
け
ら
れ
、
後
世
の
人

た
ち
が
称
賛
し
ま
す
。

61馬渕清資 さん（光が丘地区）

授賞式での馬渕さん（ハーバード大学にて）

上　溝
11/18

１　高齢者及び障害者、認知症患者への地域の取組に
ついて
◦高齢者の見守りについて
◦障害者及び認知症患者の見守りについて
２　地区内における防犯や交通ルールを守る意識向上
について
◦効果的な交通ルールの周知について
◦高齢者訪問事業の充実について

１　児童館・こども広場の整備と確保について
◦児童館の利用時間について
◦児童館の整備について
◦子どもの広場の確保について

１　地域における防災対策について
◦子どもに対する防災教育の推進などについて
◦甚大な災害が起きた場合の対応について
◦共助のネットワークづくりについて
２　地域の子育て環境について
◦子どもが遊べる場所の確保について
◦「こども食堂」について

１　橋本地区における自転車の交通安全対策について
◦橋本地区の自転車危険箇所と自転車通行環境整備
方針
◦自転車のマナーアップの取り組みについて
２　中学生と地域との関わりについて
◦中学生の地域活動への参加について
◦中学生に対する防災意識の啓発について

１　避難所までの道路沿いの安全確保について
◦避難所に向かうまでの道路沿いの危険箇所の把握
などについて
◦危険箇所に対する対策や方針について
２　麻溝地区における高齢者の外出支援（移動サービ
ス）の推進について
◦高齢者の移動困難な実態や移動サービス導入の事
例の把握について
◦介護予防を含めた高齢者の移動サービス導入に対
する市の支援策等について

３　県道52号相模原町田道路改良事業に伴う安全で
利便性の高いまちづくりについて
◦工事期間中における安全対策について
◦立体交差化に合わせた生活道路の一体整備について

１　城山地区の活性化について
◦交通アクセスと土地利用について
◦観光の活性化について

１　小田急多摩線の早期延伸及び相模線の複線化実現
に向けた取り組みについて
◦交通政策審議会における小田急多摩線延伸の答申
に対する市の考え方について
◦交通政策審議会における相模線関連の答申に対す
る市の考え方について

２　救急搬送体制について
◦搬送する病院の決定について
◦救急隊の現場での活動について

１　藤野地区の豊かな自然環境を守る取り組みについて
◦不法投棄防止対策とより効果的な取り組みについて
◦鳥獣被害防止対策の現状と更なる取り組みについて
２　子育てがしやすい環境づくりについて
◦子育て支援について
◦児童クラブの充実について

１　安全で安心して暮らせるまちづくりについて
◦「介護マーク」の普及について
◦「介護マーク」を普及するための適正管理につ
いて

２　大規模災害時における初動体制等について
◦災害時要援護者の支援対策について
◦情報伝達の強化について

１　相模湖地区の活性化と魅力づくりについて
◦都立高等学校への受験特例措置及びJR中央線の
増便について
◦児童館機能のある施設の早期整備について
◦地域で支える子どもたちの居場所づくりについて

１　地域の交流の場・活動の拠点づくりについて
◦地域住民の交流の場の不足について
◦民間活力による公共施設の再整備について
２　あらゆる人々が結び・安全に暮らせる大野北地区
のまちづくりについて
◦自治会の加入率の向上について
◦高齢者になっても安心安全に暮らせる大野北地区
のまちづくり

１　津久井地区における防災対策自助活動について
◦自助活動の推進について
◦風水害時における公助の役割について
２　中山間地域の特性を活かした観光振興について
◦ビオトープの有効活用について
◦観光資源の環境整備について

１　相模原駅周辺のまちづくりについて
◦相模総合補給廠返還地の整備計画について
◦住民に対する意見聴取及び情報提供について
◦道路整備の進捗状況と今後の予定について

１　地区の子ども達の安全な環境づくりについて
◦子ども食堂の開設について
◦横山小学校の通学歩道の拡幅について
２　男女共同参画の推進について
◦地域活動における男女共同参画推進について
◦地域防災における男女共同参画推進について

１　地域防災力向上に向けた取り組みについて
◦防災条例・地区防災計画の周知方法について

◦防災マイスター制度の運用と補助制度の充実につ
いて

２　安心して暮らせるまちづくりについて
◦地域住民の生活を脅かす開発行為について

１　地域資源の活用による地域活性化・市の魅力発信
について
◦淵野辺公園周辺の地域資源の活用について
◦キャンプ淵野辺留保地の整備について
◦国民生活センターの活用について

１　相武台まちづくりセンター・相武台公民館の移転
について
◦跡地について
◦投票所について

１　子どものプール環境について
◦プール施設の有効活用について
２　子どもが健やかに育つ環境づくりについて
◦子どものボール遊びのための環境づくりについて

１　さらなる地域防災力の強化に向けた地域での取組
みについて
◦「共助」に対する市の支援について
◦「防災空白地帯」における防災対策や地域におけ
る避難所の設置について

２　高齢者がいきいきと安心して暮らすことができる
まちづくりについて
◦高齢社会に向けた地域での環境づくりについて
◦新しい介護予防・日常生活支援総合事業について
◦民生委員、児童委員について

１　高齢社会における地域コミュニティの活性化につ
いて
◦高齢者の見守り活動の充実について
◦高齢者がいきいきとして活躍できる場の創出につ
いて
◦高齢者が暮らしやすい生活環境整備について

１　これまでのまちづくり懇談会テーマの進捗等につ
いて
◦地域課題について
◦子どもの貧困対策について
２　地域活性化事業交付金について
◦地域活性化事業交付金について

１　小田急多摩線延伸計画について
◦今後の事業の取り組みと展望について
◦これからの上溝の姿について
２　災害への備えについて
◦自助・共助・公助について
◦河川の災害対策について

大　沢
８/２

大野中
８/5

東　林
８/19

橋　本
10/４

麻　溝
10/７

城　山
10/11

田　名
10/18

地　区 テ　　ー　　マ

藤　野
10/21

田　名
10/18

相模湖
10/27

津久井
10/31

清　新
10/25

大野北
10/28

小　山
11/１

光が丘
11/７

横　山
11/４

光が丘
11/７

中　央
11/８

星が丘
11/11

相武台
11/10

大野南
11/14

新　磯
11/15

相模台
11/17

地　区 テ　　ー　　マ 地　区 テ　　ー　　マ

自治会をはじめとした地域で活動する団体で構成される「まちづくり会議」と相模原市が意見交換や情報共有を行い、地区のまちづくりを考える場として、
「地区まちづくり懇談会」が昨年８月～ 11月に各地区で開催されました。地域性を反映したテーマについて、活発な議論が交わされました。

22地区でまちづくり懇談会が開催されました。
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毎
年
、
３
月
に
な
る
と
未
曾
有

の
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災

が
思
い
出
さ
れ
、
改
め
て
、
災
害

に
対
し
て
、
地
域
で
何
が
で
き
る

か
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。「
近
助
」
と
い
う
言
葉
が

示
す
よ
う
に
、
災
害
へ
の
対
応

は
、
日
頃
か
ら
の
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
、

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
が
極
め
て
重
要
と
考
え
ま
す
。

相模原市自治会連合会事務局
☎ 042－ 753－ 3419

E-mail:info@sagamihara-jichiren.jp

お問い合わせ

自
治
会
報
さ
が
み
は
ら
編
集

広
報
部
会
員

11
月
23
日（
水･

祝
）、
ボ
ー
ノ

相
模
大
野
に
お
い
て
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
や
そ
の
保
護
者
た
ち

へ
の
「
防
災
学
習
」
と
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
形
式
で｢

イ
ザ
！
カ
エ

ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
！
in
相
模
大
野
」

と
い
う
名
称
で
防
災
訓
練
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
肌
寒
い
天
気
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
や
若
い
家

族
連
れ
が
８
０
０
名
余
り
参
加
し

大
賑
わ
い
で
し
た
。
会
場
に
は
10

種
類
の
防
災
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
会
場
に
不
要
に

な
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
持
参
し
、
そ

れ
を
「
カ
エ
ル
ポ
イ
ン
ト
」
に
交

換
し
ま
す
。
そ
し
て
10
ヶ
所
あ
る

城
山
地
区
で
は
、
災
害
時
の

要
援
護
者
避
難
支
援
に
関
す
る

協
定
を
市
と
結
ぶ
な
ど
、
各
自
治

会
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
え

合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
、
相
模
原
市

総
合
防
災
訓
練
の
地
域
会
場
訓
練

が
城
山
地
区
で
開
催
さ
れ
、
自
治

会
連
合
会
も
積
極
的
に
参
加
し

て
、
実
際
に
避
難
区
画
を
ダ
ン

ボ
ー
ル
で
設
営
し
て
体
験
す
る
な

ど
、
避
難
所
の
運
営
を
主
と
し
た

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
秋
に
開
催

さ
れ
た
地
域
イ
ベ
ン
ト
「
も
み
じ

ま
つ
り
」
の
会
場
で
は
、
防
災

訓
練
の
パ
ネ
ル
展
示
や
起
震
車
の

体
験
ゾ
ー
ン
を
設
け
る
な
ど
啓
発

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

自
治
会
は
、
一
人
ひ
と
り
の

住
民
が
主
体
的
に
活
動
し
、
支
え

合
い
な
が
ら
地
域
を
さ
ら
に
住
み

や
す
い
ま
ち
と
す
る
た
め
の
共
同

体
で
す
。
災
害
が
起
こ
る
た
び
に
、

地
域
の
結
び
つ
き
の
強
さ
、
大
切

さ
が
見
直
さ
れ
、
自
治
会
の
果
た

す
べ
き
役
割
も
益
々
期
待
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
「
地
域
の
絆
」

を
築
き
な
が
ら
、
災
害
時
に
で
き

る
こ
と
を
一
つ
ひ
と
つ
形
に
し
て
、

「
住
ん
で
良
か
っ
た
、
ず
っ
と
住
み

続
け
た
い
ま
ち
城
山
」
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
自
治
会
に
お
き
ま
し
て
も
、

各
地
域
同
様
自
治
会
員
の
減
少
、

高
齢
化
、
子
ど
も
会
活
動
の
弱
体

化
等
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
し

た
。
７
年
前
に
こ
の
よ
う
な
問
題

解
決
の
た
め
、
地
域
の
絆
づ
く
り

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
自
治

会
、
地
域
の
子
ど
も
会
、
長
寿
会
、

各
種
団
体
を
中
心
に
、
麻
布
大
学

な
ど
の
学
生
の
協
力
を
得
て
、「
や

ん
べ
ぇ
ま
つ
り
」
を
企
画
い
た
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
２
月
の
開
催
だ
っ
た

た
め
、
寒
さ
も
あ
っ
て
盛
り
上
が

り
に
欠
け
、
次
年
度
よ
り
、
12
月

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
長
年
続

い
て
お
り
ま
し
た
「
餅
つ
き
」
と

同
時
開
催
と
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
真
の
「
三

世
代
交
流
」
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

当
日
は
、
約
８
０
０
名
の
老
若

男
女
、
特
に
子
ど
も
た
ち
が
、
長

寿
会
、
学
生
た
ち
の
行
う
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
喜
々
と
し
て
参
加

さ
れ
、
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
も

一
緒
に
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
開
催
に
先
立
ち
、
役
員

で
自
治
会
未
加
入
世
帯
を
中
心
に

「
ま
つ
り
の
チ
ラ
シ
」
を
戸
別

訪
問
を
し
て
、
会
員
加
入
を
促
進

い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
２
世
帯

の
申
込
が
あ
り
ま
し
た
。
少
な
い

数
値
で
す
が
、
新
し
い
仲
間
づ
く

り
が
出
来
て
、
働
き
か
け
の
重
要

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
の
絆
づ
く
り
は
、
継
続

こ
そ
力
な
り
。
こ
れ
か
ら
も
継
続

し
て
「
や
ん
べ
ぇ
ま
つ
り
」
は

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
ま
つ
り
は
「
中
央

地
区
地
域
活
性
化
事
業
交
付
金
」

の
援
助
を
受
け
て
開
催
し
て
お
り

ま
す
。

防
災
体
験
ブ
ー
ス
を
回
り
、「
消

火
」、「
救
出
」、「
救
護
」
な
ど
を

ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら

防
災
学
習
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
取
得

し
ま
す
。
さ
ら
に
ブ
ー
ス
を
回
り

な
が
ら
ポ
イ
ン
ト
を
増
や
し
て
他

の
お
も
ち
ゃ
と
交
換（
か
え
っ
こ
）

を
し
た
り
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の

最
後
に
は
、
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
で

人
気
の
高
い
お
も
ち
ゃ
を
競
り

合
う
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も
開
催
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
防
災
体
験
イ
ベ
ン
ト
は
、

自
治
会
未
加
入
の
マ
ン
シ
ョ
ン
等

に
も
Ｐ
Ｒ
し
、
自
治
会
と
い
う

垣
根
を
外
し
、
地
域
に
住
む
子
ど

も
た
ち
は
誰
で
も
参
加
で
き
、イ
ザ

と
い
う
非
常
時
に
自
力
で
助
か
る

知
恵
や
技
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い

た
い
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う
想
い

を
込
め
て
企
画
し
ま
し
た
。

来
年
度
も
地
域
全
体
の
防
災

意
識
の
向
上
を
目
指
し
、
カ
エ
ル

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
開
催
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

カエルの的がくるっと回れば大成功！消防士さん指
導の下、消火器の使用手順をゲームの中で学びます。

なまず人形に押しつぶされているカエルを救出！
ジャッキを使って助け出すゲームです。
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新
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笹
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星
が
丘
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渡
邉
　
重
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大
野
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）

中
村
　
洋
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大
野
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）

嘉
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東　

林
）
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む
か
し
む
か
し
、
上
溝
・
石
橋

地
区
の
東
側
に
、
こ
ん
も
り
と
樹
木

が
覆
い
か
ぶ
さ
っ
た
鳩
川
の
流
れ

が
曲
が
る
と
こ
ろ
に
「
あ
ず
き
と

ぎ
婆
あ
」
と
い
う
の
が
出
た
そ
う

で
す
。
現
在
の
県
道
54
号
相
模
原

愛
川
線
の
鳩
川
と
交
差
す
る
北
側

の
地
点
で
す
。

　
白
髪
を
振
り
乱
し
た
恐
ろ
し
い

顔
を
し
た
婆
あ
が
、
い
つ
も
流
れ
に

向
か
っ
て
、さ
ら
さ
ら
と「
あ
ず
き
」

を
と
い
で
い
ま
し
た
。
川
の
流
れ

る
音
も
、
さ
ら
さ
ら
と
せ
せ
ら

い
で
い
て
、
お
ば
け
が
出
る
に
は

ふ
さ
わ
し
い
環
境
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

上
溝
出
身
の
日
本
画
家
、
吉
川

啓
示
さ
ん
も
、
若
い
頃
に
夜
遅
く

こ
こ
を
通
っ
て
、
さ
ら
さ
ら
と

い
う
川
の
音
を
聞
き
、「
あ
ず
き

と
ぎ
婆
あ
」
の
こ
と
を
思
い
出
し

て
背
筋
が
寒
く
な
る
よ
う
な
気
持

ち
が
し
た
そ
う
で
す
。
ひ
ょ
い
と

顔
を
あ
げ
て
み
る
と
、
頭
の
上
に

赤
銅
色
を
し
た
大
き
な
盆
の
よ
う

な
月
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

実
際
の
半
月
は
西
の
方
に
傾
い
て

出
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
狐

か
狸
の
仕
業
に
違
い
な
い
と
い
う

の
で
夢
中
に
な
っ
て
家
に
飛
ぶ

よ
う
に
し
て
帰
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

つ
い
近
ご
ろ
ま
で
こ
こ
に
は
、

狐
や
狸
が
い
つ
も
住
ん
で
い
た

場
所
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
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